
理　工　学　部 電気電子工学科 学科のディプロマポリシー　電気電子工学を対象とし、研究能力や高度の専門性を要する職業に必要な能力を持つ人材の養成を目的としている。

のカリキュラム ◎：DP達成に特に重要，〇：DP達成に重要，△：DP達成に望ましい

授業科目名 授業の目的 到達目標 学年
ナンバリン

グコード

理工学の基礎知識を幅

広く理解し，それを応

用する能力を身に着け

る

外国語によるコミュニ

ケーションスキルを身

に着ける

社会人として必要な人

間，自然，社会に関す

る幅広い素養を身に着

ける

電気電子工学を学ぶ上

で必要な基礎知識を身

に着ける

電気電子工学を実践す

る上で必要なスキルを

身に着ける

最先端の技術を生か

し，電気電子工学に関

する新たな手法や方法

論を提案する能力を身

に着ける

課題を提案して実行

し，得られた結果を科

学的に分析する能力を

身に着ける

科学技術の社会的影響

力と重要性，及び論理

的責任を理解する

C言語の基礎知識を習得し、具体的に意味のあるプログラム

を書くことを目標として、C言語プログラミングに必要な技

能を身につける。

プログラミングにおける総合的かつ実践的な知識と技術の習得を目標とする。
・コンピュータでプログラムが動作するしくみを理解し、説明できること

・C言語で簡単なプログラムを作成・修正することができ、実行することができること

・プログラミングの実践的な知識・技術を習得すること 1年 COT100XD 〇

C言語でプログラミングを実際に作成し、プログラミング能

力を養成する。

・条件分岐や繰り返し等のプログラムにおける基本制御を理解し、これらを用いたアルゴリズムが
設計できる。
・配列の概念を理解し、数値データや文字列を扱うプログラムが作成できる。
・ポインタの意味を理解し、適切に利用できる。
・関数を用いた基本的なプログラムが作成できる。
・構造体を用いた基本的なプログラムが作成できる。 1年 COT100XD 〇

電気電子工学における各種データ処理やその理解のため

に、確率統計の基礎力を養成する。情報理論や機械学習の

基礎事項との関連の説明する。

基本統計量の計算力養成。相関、推定、検定、の概念の理解

２年 MAT200XD ◎ 〇

理工系の多くの分野の基礎となる微分方程式の解法を学ぶ

とともに，簡単な物理現象を微分方程式を使って解析する

方法について学ぶ．

1. 典型的な１階微分方程式の解法を理解し，物理現象の解析への応用を理解する．2. 定数係数線形

微分方程式の解法を理解し，具体的な問題を解くことができる．3. ラプラス変換を用いて微分方程

式を解くことができる． ２年 MAT200XD ◎ 〇

電気電子工学の技術者・研究者になるための体験学習。 日頃講義で学んでいる内容が、実社会でどのように活用されているかを確認し、今後の学習に活か

すことを目標とする。 ３年 OTR300XD ◎

卒業研究を始める準備としての考察力を養成する。 自ら技術的課題を見出す能力を向上させることを目標としている
３年 OTR300XD ◎

電気電子分野における知識や技術が現代社会の中でどのよ

うに活かされているのかを理解し，それぞれの分野におけ

る基礎的な知識を習得する．また，各分野の内容と他分野

の内容の関連を俯瞰する．

電気電子分野における各分野の概要と他分野の内容の関連を理解し，これからの電気電子工学科で

の学習計画を立てられるようにする．

１年 ELC100XD ◎

静電界を中心とした電磁気学の基本事項を学習することを

目的とする．

静電界における電磁気学の基礎知識を取得し，基礎的なベクトル解析や微積分の知識を用いること

で，自ら体系的に場の計算を行うことができる． １年 ELC100XD ◎

静電界を中心とした電磁気学に関する基本事項を演習を通

じて理解し，活用することを目的とする．

静電界を中心とした電磁気学に関して演習を通して復習し，さらに発展的な活用を行うことができ

る． １年 ELC100XD ◎

線形電気回路理論の以下のような基礎事項を学ぶ。
キルヒホッフの法則を用いて線形回路網を解析する方法。
ラプラス変換を用いて動的回路を解析する方法。
フェーザ法を用いて正弦波電源を含む回路を会解析する方
法。

回路方程式の意味と導出方法の理解。ラプラス変換とフェーザ法の基礎の理解。

１年 ELC100XD ◎

基礎電気回路の講義内容の理解を深めるための演習 回路方程式の意味と導出方法の理解。ラプラス変換とフェーザ法の基礎の理解。計算力の養成。

１年 ELC100XD ◎

電磁気学の理解に必要となる、ベクトル解析手法を紹介し

ながら、主として電界の扱い方を学習する。

ベクトル解析の演算子を理解し、基礎的な演算ができるようにする。

１年 ELC100XD ◎

主に電界を学ぶ「電磁気学」に引き続いて、この授業では

主に磁界を学ぶ。講義とともに演習を行い、特に非定常界

について理解を深める。

マクスウェルの方程式に到達するまでの種々の物理現象を理解すること、マクスウェルの方程式を

理解することを目標とする。

２年 ELC200XD ◎

線形回路理論を数理的に解析する学力の養成 フェーザ法、状態方程式、２ポートの概念の理解。計算力の養成。

２年 ELC200XD ◎

電気回路の講義内容の理解を深めるための演習 電気回路の基礎的な定理、法則を理解し、各種計算問題が解けるようになるようにする。

２年 ELC200XD ◎

電子回路に用いられる能動素子の機能，動作，特性および

その解析法を理解する．また，基本的な電子回路の構成方

法およびその解析方法，実験法，シミュレーション法を習

得する．

トランジスタを１つ用いたアナログ電子（増幅器）の設計が行えるようになる．

２年 ELC200XD ◎

電気電子工学に関する基礎的な実験を行う．講義で学んだ

知識を実験により確認し，理論と実験との結び付きについ

ての認識を深めることがテーマである．

①実験の原理とその背景にある理論との関係を理解すること．②実験で使用する測定器・装置・器

具類の操作，取扱い，および基本回路の製作法に関すること．③実験データを収集し，必要なデー

タ処理を行い，表や図などにより整理すること．④結果を検討し，考察を加え，自らレポートにま

とめること．さらにグループ実験によって協調性を養うことや実験における安全管理を身につける

ことも目標とする
２年 ELC200XD ◎

電子回路の周波数特性の解析方法を理解する．またフィー

ドバック回路の機能，動作，特性およびその解析法を習得

する．また，演算増幅器，発振回路等の応用回路を理解す

る．

周波数特性を含めた，トランジスタ回路の解析方法を身につける．また，カレントミラー，差動増

幅器といった基本回路の設計が出来るようになる．

２年 ELC200XD ◎

マックスウエルの方程式をもとに電磁波情報を数学的に取

り扱う。応用として、分散媒質の取扱いを理解する。レー

ダ方程式、衛星通信装置の基本を理解する。

計算機による情報処理を視野に入れて、FDTD法の基礎を理解する。マックスウエルの方程式の6成

分を差分表示できるようにする。吸収境界条件を導出できるようにする。種々の分散媒質のFDTD法

への組み込み方を理解する。 ２年 ELC200XD ◎

電子デバイスを構成する物質である、導電体、半導体、誘

電体、磁性体の電気特性および利用法を理解することを目

的とする。また電気電子材料を理解するために必要な固体

物性について学ぶ。

導電体、半導体、誘電体、磁性体の電気特性、利用法について説明できる。また、最先端電子デバ

イスで用いられる電気電子材料およびデバイスの駆動原理について自ら学ぶ意識をつける。

２年 ELC200XD ◎

ディジタル回路は様々な情報通信機器で利用されている．

本講義ではデジタル回路の設計の基礎となる組合せ論理回

路について学ぶ．

組み合わせ論理回路の設計と解析の基礎を身に着ける．

２年 ELC200XD ◎

身の周りには電池やメッキなど電気化学を応用した製品が

満ち溢れている。これらの反応機構の基礎を酸化還元反応

を中心に学ぶ。電気化学は電子のやり取りで反応を考える

ため、固体物性論、電気材料、半導体などに共通する部分

があり、これらの理解を深めることもできる。

・酸化還元反応について理解する。・ポテンシャルエネルギーについて理解する。・化学反応の基

礎を理解する。

２年 ELC200XD ◎

・ロボットプログラミングに必要な基礎数学の習得。・

MATLABによるプログラミング基礎の習得。・ロボットプ

ログラミングの基礎の習得。

本講義では，MATLAB，Simulinkなどを用いて2輪, 4輪型移動ロボットのためのステアリング制御法

とシミュレーションプログラミングに関する技術の基本を理解する事を目標とする。

３年 HUI200XD 〇 ◎

人工知能の基礎について学習するとともに，進化計算のア

ルゴリズムを理解し，実装できるようにする

進化計算のアルゴリズムを理解し，実装できるようになる

3年 ELC300XD ◎

微分積分・ベクトル解析・線形代数等の基礎数学を礎と

し，磁気応用の観点から電磁気現象を理解する．

電磁気現象の基本修得と電磁気機への応用展開

２年 ELC200XD ◎

信号の「あり・なし」を元に構築された電子回路をディジ

タル回路という。論理回路は、ディジタル回路を設計する

際の数理モデルと考えてよい。このうち、入力および内部

状態により出力が決まる論理回路を「順序論理回路」とい

う。順序論理回路は情報を記憶する機能を持つ。学生はこ

の授業を通して、順序論理回路についての基礎的な知識を

得る。その知識は、コンピュータや各種制御装置の理解の

基礎となる。

学生はこの授業を通して、1) 順序論理回路の構成要素であるフリップフロップ、2) 順序論理回路の

応用例であるレジスタ・カウンタ、3) 一般的な順序論理回路の解析手法と設計手法について学ぶ。

これにより学生は、代表的な回路の種類や用途の分類・初見の回路の動作の把握・所望の動作をす

る回路の実現の基礎を身につけられる。

２年 ELC200XD ◎

制御理論，回路網理論，伝送回路理論など電気電子工学の

基礎となる線形システム理論を基礎から学び、アナログ信

号処理の基礎となる連続時間線形時不変システムの解析

法、ディジタル信号処理の基礎となる離散時間線形時不変

システムの解析法を理解できるようにする。

線形時不変回路の性質を理解し、その特性を計算で求められるようにする。

２年 ELC200XD ◎

電気電子計測の原理を理解する． 電気電子計測に関する基本的な知識を身に着ける．
２年 ELC200XD ◎

電気電子デバイスは、固体中の電子の運動に基づいて動作

している。本科目ではこの動作の原理の理解に必要な、電

子の極微の領域での運動の様子を記述する物理学である量

子力学の入門的内容について学ぶ。

電子や光などが波動と粒子の二重性を持つ量子であることを原点に、量子に適用される力学法則の

考え方・概念に関する基礎的内容を理解することを目標とする。また、古典力学との関連性や、量

子力学の実際の系における初歩的な例題についての理解も目標とする。

２年 ELC200XD ◎

電気電子デバイスに動作原理の理解に必要な固体電子物性

に関する基礎的内容について学ぶ。

固体の結晶構造、量子力学、統計力学の基礎的事項の再確認、固体の結合、格子振動の概念や熱的

性質との関連、固体中の電子の挙動、特に電気伝導に関する知識を得ることを目標とする。

３年 ELC200XD ◎

半導体デバイスの動作原理を理解する上で必要となる、固

体物性と半導体材料の電気伝導の基礎を学ぶ。

半導体内の電気伝導を、エネルギーバンド図を用いて、正孔、電子の振舞いで説明できる。

２年 ELC200XD ◎

実習では、EAGLEによるプリント基板設計，LTspiceによる

OPAMP設計、EMC最適化設計を体験する。講義では、

CAD(EDA)の役割を整理し、プリント基板設計・製造、半導

体設計・製造の位置付けを明確にする。さらにSoC開発な

ど最先端のEDA活用方法についても紹介する。 CAD(EDA)

技術は半導体やICT技術と同様にシリコンバレーの開発技術

がベースになっているため、米国シリコンバレーの開発体

制を紹介し、日本特有のEDA環境についても考察する。

CAD(EDA）システムの機能や役割などを包括的に理解する。さらに、プリント基板設計CAD

(EAGLE)と回路設計SPICE Simulator(LTspice)を活用し、１，EAGLEによる回路設計２，EAGLEに

よるプリント基板設計３，LTspiceによる増幅器のシミュレーション４，LTspiceによるEMIノイズ

フィルタの設計を習得する。

３年 ELC200XD 〇 ◎

強化学習のアルゴリズムを理解し，仮想空間で自律的に振

舞うロボットの制御を行う

強化学習のアルゴリズムを理解し，ロボットの制御に適用できるようになる

３年 ELC300XD ◎

導体上に分布する未知電流の取扱法をテーマとし、モーメ

ント法による電流の決定法について理解を深める。

（１）逆マトリックスの計算プログラムを書けるようにする。（２）電圧行列、ダイポールの電流

分布の計算プログラムを読めるようにする。 ２年 ELC200XD ◎

古典制御を中心にフィードバックシステムの基礎的事項を

理解する

フィードバックシステムの基礎的事項を理解し，簡単な制御系が設計できるようになる

２年 ELC200XD ◎

交流電力の電圧変換と電気的絶縁を行う変圧器（トラン

ス）の特性および電気エネルギーと機械エネルギー間のエ

ネルギー変換を行う電動機および発電機の基本的特性を理

解することを目的とする。回転機の具体例として，直流

機，誘導機および同期機について学習する。

変圧器，誘導機，同期機および直流機の特性をそれらの電気等価回路により理解できるようになる

ことを本授業の到達目標としている。

２年 ELC200XD ◎

講義で学んだ電気電子工学の各分野の専門知識を，実験に

より確認し，理論と実験との結び付きやその背景について

の認識を深める。実験に取り組む姿勢は2年次の基礎実験と

同様ではあるが，より専門的な実験となる。

実験の進め方，測定器類の扱い方，データの解析法について修得するとともに，第3者に対する報告

や発表の仕方についても学ぶ。さらにこの実験よりエネルギー系の実験が加わる。それらの機器に

対する正しい操作法と安全管理に対する意識を高めることも目的である。
３年 ELC300XD 〇 ◎

この科目は，電気電子工学実験Ⅰに続くもので，電気電子

工学の各分野の専門知識を，実験を通してより深める．実

験Ⅰに比べるとより専門的な実験となるので，実験内容を

よく理解して実験に臨むことが要求される。したがって予

習を十分行い，実験の進め方，測定器や実験装置の扱い方

について十分理解しておくことが必要となる。卒業研究に

取りかかるための基礎固めとしても本実験は重要な役割を

果たす。

より高度な実験機器の扱いに精通すること、得られたデータから重要な情報を引き出すための解析

法を習得すること、よりわかりやすいレポートを作成できるようになることを目的とする。

３年 ELC300XD 〇 ◎

卒業研究のための基礎学力を養成する。 技術的英⽂を読むための基礎力をつけることを目標とする。

３年 ELC300XD ◎

マックスウエルの方程式をもとに電磁波情報を数学的に取

り扱う。応用として、分散媒質の取扱いを理解する。レー

ダ方程式、衛星通信装置の基本を理解する。

計算機による情報処理を視野に入れて、FDTD法の基礎を理解する。マックスウエルの方程式の6成

分を差分表示できるようにする。吸収境界条件を導出できるようにする。種々の分散媒質のFDTD法

への組み込み方を理解する。 ３年 ELC300XD ◎

光波の伝搬を支配する方程式の理解と数学的取り扱いの基

礎を与えることを目的としている。

光波のふるまいを規定する式を理解し、反射、屈折、干渉、回折などの現象が説明できるようにす

る。 ３年 ELC300XD ◎

最近身近になったSmart PhoneやTablet端末が、どのような

有線・無線通信技術をベースに開発されているのかを理解

し、クラウドコンピューティングやユビキタスネットワー

クの基本コンセプトを習得する。さらに、ITSや防災無線領

域の日本の最先端ITC(Information Communication

Technology)の開発動向も学ぶ。

将来、情報通信関連の研究開発に従事した際に必要となる基礎技術や本質を見抜く力を養成する。

３年 ELC300XD ◎

現代制御理論は，精緻なモデルを要求するが，「内部変数

の変化を知ることが出来る・多入出力系を扱える」など，

古典制御理論よりも表現力が高い側面があり，最適制御法

などの数学的に体系化された枠組みを利用すれば厳密な制

御性能を引き出すことが可能である．本講義では，現代制

御理論における基礎知識の習得を目標とする．

現代制御理論の勘所を理解し，標準的な制御系を設計できるようになる．

２年 ELC300XD ◎

CMOSを用いたアナログ集積回路の設計の基礎を身につ

け，機能回路ブロックの設計を行う．

CMOSアナログ回路の基本的な設計を行えるようになる．また，解析的およびシミュレータを用い

たその特性の評価能力を身につける． ３年 ELC300XD ◎ 〇

次世代電気電子デバイスに開発・研究に必要な半導体物性

やデバイスの構造・原理、光物性の基礎について学ぶ。

現代のエレクトロニクス技術の基盤である電気電子デバイスは物質の特性（物性）の工学応用の結

果である。本講義では、半導体物性の基礎を学び、種々の電子デバイスの動作原理の理解を目指

す。さらに光デバイスの動作原理の理解のための準備として、光との物質との相互作用（光物性）

の基礎を学ぶ。
３年 ELC300XD ◎

PBL

プログラミング言語C

プログラミング言語C演習

確率統計

応用数学

インターンシップ

応用アナログ電子回路

電気電子工学入門

基礎電磁気学

基礎電磁気学演習

基礎電気回路

基礎電気回路演習

電磁気学

電磁気学演習

電気回路

電気回路演習

基礎アナログ電子回路

電気電子工学基礎実験

基礎物性工学

波動シミュレーション

基礎電気電子材料工学

組み合せ論理回路

電気電子化学

ロボットプログラミング

ロボット知能

応用電磁気学

順序論理回路

線形回路とシステム

電気電子計測

基礎量子力学

物性工学

電気電子工学実験Ｉ

電気電子工学実験ＩＩ

電気電子ゼミナール

半導体工学入門

メカトロニクスCAD

知的制御

電磁波工学

制御工学入門

基礎電気機器

電磁波情報工学

光伝送工学

通信工学　

制御工学

アナログ回路デザイン



理　工　学　部 電気電子工学科 学科のディプロマポリシー　電気電子工学を対象とし、研究能力や高度の専門性を要する職業に必要な能力を持つ人材の養成を目的としている。

のカリキュラム ◎：DP達成に特に重要，〇：DP達成に重要，△：DP達成に望ましい

授業科目名 授業の目的 到達目標 学年
ナンバリン

グコード

理工学の基礎知識を幅

広く理解し，それを応

用する能力を身に着け

る

外国語によるコミュニ

ケーションスキルを身

に着ける

社会人として必要な人

間，自然，社会に関す

る幅広い素養を身に着

ける

電気電子工学を学ぶ上

で必要な基礎知識を身

に着ける

電気電子工学を実践す

る上で必要なスキルを

身に着ける

最先端の技術を生か

し，電気電子工学に関

する新たな手法や方法

論を提案する能力を身

に着ける

課題を提案して実行

し，得られた結果を科

学的に分析する能力を

身に着ける

科学技術の社会的影響

力と重要性，及び論理

的責任を理解する

電気機器は発電、変電、配電、電動力応用、家庭電化製品

など、あらゆる分野に広く使用されている。具体的には、

電磁エネルギー変換機器の主なものとして、直流機、変圧

器、誘導機、同期機などについて学ぶ。

電気機器は，電力システム，電気自動車等，幅広い対象に応用されている．本講義の目的は，変圧

器や各種電動機の諸特性・動作原理を修得することである．

３年 ELC300XD ◎

直流電力の電圧変換、直流電力から交流電力への変換およ

び交流電力から直流電力への変換を行うパワーエレクトロ

ニクス技術の概要を理解する。

DC-DCコンバータ，インバータおよび整流器の基本動作が理解できることを本授業の到達目標とし

ている。

３年 ELC300XD ◎

電力（電気エネルギー）は，身近なエネルギーであり，生

活に不可欠なエネルギーである．この電力を，需要地まで

届ける電力系統の基本的な構成，送配電線路の等価回路，

計算手法について講義する．本講義を通して，送配電設備

の役割と形態，基本的な送電線路計算方法，調相技術につ

いて説明できる能力を身に付けることを目的とする．

1.定常運転時の配電線の電圧降下の計算、損失の計算および力率改善の意味を理解し、その計算が

できる。2.定常運転時の電力系統の電圧・電流・有効電力・無効電力および損失が計算できる。3.電

力系統を構成している設備の機能とその役割を説明できる。

３年 ELC300XD ◎

物理学や工学の多くの問題は、微分方程式によって記述さ

れている。これらの問題について数値シミュレーションを

行うためには、微分方程式を数値的に解く手法を学ぶ必要

がある。本講義においては、微分方程式を初期値問題、境

界値問題、初期値境界値問題の3つの典型的な問題に分類

し、学習を行う。座学においては、それぞれの問題に対す

る基礎的な数値解析法について学ぶ。演習においては、プ

ログラミング技術を習得することを目指す。

・微分方程式の初期値問題、境界値問題、初期値境界値問題について説明することができる。・

Fortran（または、C言語）を用いてプログラムを書いてシミュレーションを実行できる。・シミュ

レーション結果を適切なグラフとして表現することができる。

３年 ELC300XD ◎

電磁波放射、アンテナ特性評価法、ポテンシャル、楕円偏

波、軸比、入力インピーダンス、利得を理解する。

軸比、利得の計算ができる。放射パターンを正しく描ける。円偏波アンテナの動作原理がわかる。

３年 ELC300XD ◎

光通信で使用されている各種機能デバイスの動作原理と使

用方法の理解を目的とし、今後の研究の課題に触れる。

光導波路機能デバイスの種類を理解し、通信回路を設計する基礎を修得する。

３年 ELC300XD ◎

インターネットが広く普及するにつれて、便利になった反

面、セキュリティの問題が顕在化している。　そのため、

ネットワーク技術やコンピュータ技術にとってセキュリ

ティの視点からのアプローチが必須となっている。本科目

では、インターネット技術を中心に、セキュリティとはな

にかを理解し、セキュリティ技術とコンピュータ技術や

ネットワーク技術との関係を学習し、ＩＣＴ技術に基づく

さらに高度なセキュリティ技術を学ぶ基礎とする。

インターネットが広く普及するにつれて、セキュリティの問題が顕在化している。このため、ネッ

トワーク技術やコンピュータ技術にとってセキュリティの視点からのアプローチが重要となってき

ている。本授業では、インターネット技術を中心に、セキュリティとはなにかを理解し、セキュリ

ティ技術とコンピュータ技術やネットワーク技術との関係を学習することによりセキュリティ技術

を概観し、セキュリティ技術を学ぶ基礎とする。

３年 ELC300XD ◎ 〇

情報通信工学やエネルギー工学に関係する基本的な非線形

回路の解析法と合成法を学ぶ。

回路方程式、制御電源、安定性、発振器、同期現象の基礎の理解。

３年 ELC300XD ◎

ディジタル信号処理の基本である標本化定理、フーリエ変

換、ディジタルフィルタ、複素周波数と伝達関数について

わかりやすく解説する。さらに、畳み込み積分や遅延演算

子（ｚ）を用いたディジタル信号の処理方法を理解し、

ディジタルフィルタの設計および評価方法も習得する。

AD/DA変換技術ではΔΣ型コンバータ技術とノイズシェーピ

ング技術、High Resolution規格である高ビット高速標本化

技術（PCM）と低ビット超高速標本化技術（DSD）を紹介

する。

ディジタル信号処理手法をアナログ信号処理手法と対比させて理解する。さらに、ディジタルフィ

ルタの設計手法、評価手法を多角的に身に付ける。

２年 ELC300XD ◎

１．集積回路の製造設計の全体フローを理解できる。２．

製造と設計に必要な基礎知識を網羅的に習得できる。３．

デバイス・回路設計・信頼性・テストの間にあるトレード

オフという考え方に慣れることができる。

１．基本電子回路の電気特性を見積もることができる。２．集積回路の種類と特徴を知ることがで

きる。３．ばらつき・信頼性・製品テストといった工学に共通の考え方を習得することができる。

３年 ELC300XD ◎

現代の先端光エレクトロニクス技術に用いられている様々

な光デバイスの中で、発光デバイスである発光ダイオード

や無機および有機エレクトロルミネセンスデバイス、半導

体レーザーについて焦点をあて基礎からデバイス構造・動

作原理まで学ぶ。

無機・有機発光デバイス、発光ダイオード、半導体レーザーに関する構造、動作原理に関する基礎

知識を学ぶことを目標とする。

４年 ELC300XD ◎

ハードウェア記述言語(verilog)を用いた論理回路設計を身に

つける．

授業終了時には，ディジタル機能ブロックの設計が出来るようになる．また基本的なCPUの設計が

出来ることを目指す． ３年 ELC300XD ◎ 〇

従来の人工知能の問題点を理解するとともに，新しい枠組

みとして期待されている，アフォーダンス，ダイナミクス

ベースト制御，身体性認知科学などの環境の性質を利用し

て知的な振る舞いを実現する試みについて学ぶ．

アフォーダンス，ダイナミクスベースト制御，身体性認知科学の概念を理解し，ロボットの制御に

応用できるようになる

３年 ELC400XD ◎

信号処理は情報を数学的に取り扱う基盤の技術で、デジタ

ル信号処理は情報化社会における最も重要な技術である。

授業では、信号をデジタル化し、信号をデジタルで処理す

る方法について学ぶ。そのためには、デジタル化として、

A/D変換による離散化・量子化の原理・その数学、また方式

について演習しながら学習する。信号処理として、時間領

域・周波数領域での離散的数式処理について学ぶ。

デジタル信号を処理するデジタル信号処理の設計をする能力を習得することを目標とする。・離散

フーリエ変換および高速フーリエ変換の数学的原理を理解し、変換を行うことができ、周波数領域

において信号の性質を説明することができる。・ディジタルフィルタの動作を理解し、フィルタリ

ングおよび設計を行うことができる．・MATALBにより高速フーリエ変換、ディジタルフィルタリ

ング、画像処理を実行することができる． ３年 MAT300XG ◎

磁気工学の基礎及び応用における入門の講義である。 磁気工学の基礎知識を習得し、それにおける関連する電気機器や磁気センシング、磁気記録などの

応用技術の基本原理を学ぶことによって、自身で周囲の磁気現象や磁気応用技術の原理を理解でき

るようになる。
３年 ELC300XD ◎

電気回路・電気磁気学の応用として高電圧・大電流計測技

術を学ぶ。国際規格についての知識を養う。高電圧・大電

流分野では圧倒的な技術力を持つドイツの現状についての

知識を修得する。

高電圧・大電流測定技術には交流・直流・インパルスの３種類があるが，本授業では過渡現象の取

り扱いが存在するため最も困難と考えられインパルス波形の測定に限定して知識を養う。ラプラス

変換，ディジタル測定の原理を同時に修得する。 ３年 ELC300XD ◎

電力システムは、信頼性と経済性を両立しつつ電気エネル

ギーを安定に供給するための巨大システムである。電力シ

ステムには発電所から送電線，変電所，さらには需要家ま

でが含まれる。このようなシステムを解析・制御・運用す

るためには様々な技術が要求される。本授業ではこれらに

関して幅広く学ぶ。

電気エネルギーの安定供給を維持するために必要な基本的事項（周波数，電圧，系統安定度）につ

いて理解し，安定供給に必要な技術について学ぶ。また，再生可能エネルギー（太陽光発電，風力

発電）の大量導入が電力系統に与える影響および将来の電力系統における技術課題について理解す

る。
３年 ELC300XD ◎ 〇

電力（電気エネルギー）の発生する発電技術，発生した電

力を送配電に適した電圧，電流に変換する変電技術につい

て学ぶ．

本講義を通じて，主要な発電方式である，水力発電，火力

発電，原子力発電と近年注目されている再生可能エネル

ギーを利用した発電の特徴と基本的な設備構成，変電設備

の構成と役割について説明できる能力を身に付ける．

・水力発電の基本的な設備，機器構成について説明できる．・理想的な条件下での水力発電出力を

計算することができる．・火力発電所の基本的な設備，機器構成について説明できる．・基本的な

火力発電とコンバインドサイクル発電の熱サイクルについて説明できる．・原子力発電の基本的な

設備，機器構成について説明できる．・変電設備の設備構成と役割について説明することができ

る． ３年 ELC300XD ◎ 〇

電気電子工学科における基礎専門知識をより深く理解し習

得するための種々の実験を行う。各研究室に関連する研究

テーマでのコース別実験を行う。

卒業研究の準備としての実験、実習の基礎の習得を目標とする。

４年 ELC400XD 〇 〇 ◎

本科目では、組込システムおよびその開発で必要となる

ハードウェアおよびソフトウェアについて学び、これらの

協調設計法について学習する。

1. 組込システムの概念、特徴などを理解する。2. 組込プロセッサや組込オペレーティングシステム

の機能について理解する。3. 実機による演習を通じて組込システム開発の基礎を修得する。
４年 ELC400XD 〇 ◎

この授業では、電波及び電気通信に関する国際ルールであ

る国際電気通信連合憲章、同条約及び業務規則（無線通信

規則等）、国内ルールである電波法及び電気通信事業法等

の関連法令により、公平且つ能率的な電波利用を主とする

電気通信の利用が確保できる基本的ルールについて理解、

習得できるよう講義を行います。

電波及び電気通信を利用する分野での実務を志す者が、電気通信に関する条約・法令について理解

を深め、実務面においての係わり即ち電波の利用を主とする電気通信の分野においては、どのよう

なルールが定められているのか理解し習得することを目標とします。

４年 ELC400XD ◎ ◎

携帯電話に代表される移動通信システムを支える様々な要

素技術の基本的概念を学ぶ。基本的な信号理論から始ま

り，無線通信の高速化を阻む電波伝播の特性と高速化のた

めの様々な技術，特にLTE以降に導入されたMIMO

（Multiple-Input Multiple-Output）技術を理解する。

携帯電話の電波伝播環境を把握し，この厳しい条件下で高速通信を可能とするためのOFDM技術，

ダイバーシチ技術，そして，さらなる高速化のためのMIMO技術の基本的概念を理解する

４年 ELC400XD ◎

高電圧・放電現象の初歩から応用まで学ぶ。例えば空気、

油、プラスティックは「普通の」電圧では絶縁体（不導

体）としてふるまい、電流を流さない。しかし十分に「高

い」電圧を印加すると絶縁破壊・放電現象が発生し、雷の

ように大電流が流れるパスができる。この現象を、気体中

に存在する荷電粒子の衝突電離の面から理論的に学ぶと共

に、液体や固体で生じる現象とも対比させながら高電圧特

有の現象に理解を深める。また、高電圧を利用するという

視点では、発生技術と計測技術が重要となる。高電圧には

大別して直流、交流、インパルスの３つ波形があり、これ

らの波形の発生回路とその動作原理を学ぶ。そして各々の

波形に対応した測定手法とその原理について学ぶ。さら

に、高電圧技術が活用されている各種電力設備（変圧器、

遮断器、避雷器、がいし、ケーブルなど）の構造、診断手

法、技術トレンドなどについて簡単に学ぶ。

　電力技術者に必要な高電圧・大電流を発生し、測定、利用することができる知識を得る。また、

プラズマ科学や電気材料の加工、研究に使用する高電圧・大電流機器の原理の理解、および安全に

高電圧を使用するための知識を得る。さらに、電気電子機器に使用する電気材料としての各種絶縁

材料の特性も理解する。

４年 ELC400XD ◎

現代社会では様々な機械が電気機器で動いている。脱炭素

を目指す社会の動きの中で、これまで内燃機関で駆動され

ていたものを電動機駆動に置き換える動きも盛んであり、

電気機器に対するニーズは増している。電動機等の電気機

器はアプリケーション毎に設計されるが、巻線・鉄心の設

計や温度上昇の評価等の技術は普遍的な共通事項であり、

この授業ではそれらの共通事項を中心に電気機器設計の考

え方を学ぶ。

電気機器の設計に共通な事項である、巻線や磁気回路の設計、温度上昇の評価を理解すること。ま

た、それらの知識を応用して実際に電動機等の電気機器を設計できるようになること。

４年 ELC400XD ◎

クリーンで使いやすいエネルギーである電気エネルギーに

ついて、その発生から消費までを、法規制面および計画・

管理・運用面から理解することを目的とする。

1.我が国のエネルギー動向と電気エネルギーの特徴の理解

2.電気事業法の目的とその内容、電気設備技術基準，電気工事士法、電気用品安

全法等の理解

3.電気設備技術基準を順守するための技術の理解

４年 ELC400XD 〇 ◎

電気電子工学に関する基礎研究や応用研究を通じて、将来

の科学技術の発展に貢献できる技術者になるための基礎力

を養成する。

実験、実習を通じて学び卒業論⽂を執筆する。

４年 OTR400XD ◎ ◎

波動情報工学を学ぶための基礎としての、高周波における

電磁気的および回路的取り扱いを学ぶ。

波動現象を理解し、波動方程式の解法、波動の等価回路表現、散乱パラメータの使用法に習熟する

こと。スミス図を理解し、インピーダンス整合を可能にする。 ４年 ELC200XD ◎

PBLに引き続いて、卒業研究と密接に関係した実験、実習、

演習を行う。

各研究室の研究テーマにしたがって、調査、実験、実習を進め、研究結果のプレゼンテーションを

行う。 ４年 ELC400XD ◎ 〇

本科目では、計算機を含めた離散系問題に対応するための

数学的な基礎感覚を養うことを目的とする。
1. 集合、関数、関係などの基礎知識を身につける。

2. 簡単な概念を記号論理によって記述できる。

3. グラフ理論とその諸問題への応用について理解できる。
１年 MAT100XD ◎ 〇

科学技術計算の標準言語であるFortran90を例にとり，プロ

グラミング技術を身に付けると共に，計算機特有の考え方

を体験的に理解する。

Fortran90で簡単なプログラムを作成できるようになる。

１年 COT100XD ◎

電気電子工学におけるデザインとテクノロジーについて学

ぶ

授業計画で示すテーマについてその物理的意味を理解し、実問題を解くための基礎となる数学を使

いこなせるようになることが目標である。 １年 BSP100XD ◎ 〇

自然科学を学ぶためには数学の知識が必須である。この授

業では、電気電子工学、機械工学で使用する大学数学の基

礎を講義する。多くの演習も行い、専門科目に取りかかる

ための基礎力を獲得する。

授業計画で示すテーマについてその物理的意味を理解し、実問題を解くための基礎となる数学を使

いこなせるようになることが目標である。

１年 BSP100XD ◎ 〇

静電界を中心とした電磁気学に関する基本事項を演習を通

じて理解し，活用することを目的とする．

静電界を中心とした電磁気学に関して演習を通して復習し，さらに発展的な活用を行うことができ

る． １年 BSP100XD ◎

H5505 基礎電気回路演習参照 H5505 基礎電気回路演習と同様
１年 ELC100XD ◎

べき級数，フーリエ級数，フーリエ変換の基礎と微分方程

式への応用について学ぶ。
1.べき級数を用いて関数を表す方法を理解する
2.フーリエ級数・フーリエ変換について理解する
3.それらの微分方程式への応用について理解し、実践できることを目標とする。 ２年 MAT200XD ◎

変数の範囲を複素数に拡張した関数を扱う複素関数論の初

歩を学ぶ．

複素数の性質、複素関数、複素積分、複素微分、コーシーの積分定理と積分公式など複素関数論の

基礎的な概念や事実を理解し，基本的な計算を行えること，並びに自身の専門分野に応用できる力

を身につけることを目標とする． ２年 MAT200XD ◎ 〇

量子物理学について学び、それがどのように電子・光デバ

イスに応用されているのかを学ぶ。

・量子物理学に基づく電子状態の考え方を理解する。

・量子物理学に基づいて、物質中の電子の性質(電子物性)を理解する。

・半導体や最先端の低次元マテリアルを中心に、機能性応用材料の動作を電子物性の視点で理解す

る。
２年 PHY200XD ◎ 〇

主に電界を学ぶ「電磁気学」に引き続いて、この授業では

主に磁界を学ぶ。講義とともに演習を行い、特に非定常界

について理解を深める。

マクスウェルの方程式に到達するまでの種々の物理現象を理解すること、マクスウェルの方程式を

理解することを目標とする。
２年 ELC200XD ◎

H5505 基礎電気回路演習参照 H5505 基礎電気回路演習と同様
２年 ELC200XD ◎

電気電子工学に関する基礎的な実験を行う．講義で学んだ

知識を実験により確認し，理論と実験との結び付きについ

ての認識を深めることがテーマである．

①実験の原理とその背景にある理論との関係を理解すること．②実験で使用する測定器・装置・器

具類の操作，取扱い，および基本回路の製作法に関すること．③実験データを収集し，必要なデー

タ処理を行い，表や図などにより整理すること．④結果を検討し，考察を加え，自らレポートにま

とめること．さらにグループ実験によって協調性を養うことや実験における安全管理を身につける

ことも目標とする
２年 ELC200XD 〇 ◎

ディジタル信号処理

電気機器

パワーエレクトロニクス

電気エネルギー工学

数値シミュレーション

電磁波デバイス工学

通信ネットワーク

通信セキュリティ

非線形回路

組込システムデザイン

集積回路工学

光エレクトロニクス

ディジタル回路デザイン

認知ロボティクス

画像処理・理解

応用磁気工学

応用電気電子機器

電気エネルギーシステム工学

電気エネルギーの発生と変電

電気電子工学実験 III

自然科学の方法（電気）

電波法規

モバイル通信

高電圧工学

電気機器設計

電気法規及び施設管理

卒業研究

分布定数回路論

アドバンストPBL

離散数学（電気）

プログラミング言語Ｆｏｒｔｒａｎ（電気）

デザインとテクノロジー（電気）

基礎電磁気学演習

基礎電気回路演習

応用解析

複素関数論（電気）

応用物理学

電磁気学演習

電磁回路演習

電気電子工学基礎実験



理　工　学　部 電気電子工学科 学科のディプロマポリシー　電気電子工学を対象とし、研究能力や高度の専門性を要する職業に必要な能力を持つ人材の養成を目的としている。

のカリキュラム ◎：DP達成に特に重要，〇：DP達成に重要，△：DP達成に望ましい

授業科目名 授業の目的 到達目標 学年
ナンバリン

グコード

理工学の基礎知識を幅

広く理解し，それを応

用する能力を身に着け

る

外国語によるコミュニ

ケーションスキルを身

に着ける

社会人として必要な人

間，自然，社会に関す

る幅広い素養を身に着

ける

電気電子工学を学ぶ上

で必要な基礎知識を身

に着ける

電気電子工学を実践す

る上で必要なスキルを

身に着ける

最先端の技術を生か

し，電気電子工学に関

する新たな手法や方法

論を提案する能力を身

に着ける

課題を提案して実行

し，得られた結果を科

学的に分析する能力を

身に着ける

科学技術の社会的影響

力と重要性，及び論理

的責任を理解する

　教養科目の線形代数学を履修していることを前提とし

て、線形代数学の理論的な側面の理解を深めるとともに、1

階線形連立微分方程式の解法への応用等を知る。

線形代数学の復習を行いつつ新たな視点を導入して線形代数学の知識を広め，理解を深める.また,教

養科目の数学等の履修によって修得した計算技能をもとにして,理論的・抽象的な思考ができること

も目指す.さらに，2次曲線の分類や連立微分方程式への応用について概説し、線形代数学の有用

性・奥深さを理解す
３年 MAT300XD 〇 〇

C言語の基礎知識を習得し、具体的に意味のあるプログラム

を書くことを目標として、C言語プログラミングに必要な技

能を身につける。

プログラミングにおける総合的かつ実践的な知識と技術の習得を目標とする。

・コンピュータでプログラムが動作するしくみを理解し、説明できること

・C言語で簡単なプログラムを作成・修正することができ、実行することができ

ること

・プログラミングの実践的な知識・技術を習得すること

1年 COT100XD 〇 ◎

C言語の基礎知識を習得し、具体的に意味のあるプログラム

を書くことを目標として、C言語プログラミングに必要な技

能を身につける。

プログラミングにおける総合的かつ実践的な知識と技術の習得を目標とする。

・コンピュータでプログラムが動作するしくみを理解し、説明できること

・C言語で簡単なプログラムを作成・修正することができ、実行することができ

ること

・プログラミングの実践的な知識・技術を習得すること

1年 COT100XD ◎

電気電子分野における知識や技術が現代社会の中でどのよ

うに活かされているのかを理解し，それぞれの分野におけ

る基礎的な知識を習得する．また，各分野の内容と他分野

の内容の関連を俯瞰する．

電気電子分野における各分野の概要と他分野の内容の関連を理解し，これからの電気電子工学科で

の学習計画を立てられるようにする．

1年 ELC100XD ◎

半導体デバイス、MEMSデバイス、有機エレクトロニクス

デバイスなどを作製するための、結晶成長方法、微細加工

技術、成膜技術、印刷技術を学ぶ。

微細加工技術を理解し、各種デバイスの作製法を説明できる。

3年 ELC300XD ◎

有線通信および電力伝送を行う電路を分布定数回路として

扱うための物理的な基礎およびその数学的取り扱いを学習

する。また，三相の電力線に対し，不平衡負荷時の三相電

流を解析する手段となる対象座標法を理解する。

通信および電力の伝送回路の物理現象を理解でき，その数学的取り扱いができる。

2年 ELC200XD ◎

コンピュータシミュレーションの基礎となる数値計算に必

要な数学の理論とアルゴリズムについて学ぶ。

数値計算に必要な数学の理論とアルゴリズムを理解し、演習を通じて基礎的な問題のプログラミン

グができるようになることを目指す。なお、範囲としては、常微分方程式の数値解法までとする。

2年 MAT200XD ◎

数値解析に関する理論を整理し、実社会における数値解析

の応用的な適用について学ぶ。

数値解析の基礎から応用まで、プログラム(Python言語)を通じて実装や理論の理解ができる。

3年 ◎

機械学習、深層学習、強化学習などに関して、基礎理論の

解説に加えて、実際のソースコードの解説や演習、研究事

例などの解説を交えながら理解を深める。

機械学習、深層学習、強化学習などに関して、基礎理論を理解し、簡単なソースコードの実装が出

来るようになること。

3年 ELC300XD 〇 ◎創発ロボティクス

応用線形代数

卒業研究ゼミナール

プログラミング言語Ｃ（電気）

電気電子工学入門

マイクロ・ナノプロセス工学

伝送回路概論

基礎数値解析

応用数値解析


